
総合評価落札方式に係る「技術資料」のよくある誤り

評価項目 同種工事の施工実績の有無（企業）

評価基準 大分市内での４車線以上の車道舗装工事実績

事例 車線数を確認できる書類の添付がない

実績を証明するための書類として以下の両方を提出
　①契約書の写し
　②施工内容・規模等が確認できる書類（平面図、標準断面図など）

評価項目 工事成績評定点の最高点

評価基準 技術者として従事していた工事での実績

事例 従事した実績はあったが、対象工事の契約時に技術者としての資格を有していなかった

評価項目 保有資格の継続教育（CPD）の取り組み状況

評価基準 CPD取得状況（加盟団体が発行した証明書で確認）

事例 取得証明書の証明日が前年度のものだった

要
件
の
不
備 ポイント

要
件
の
不
備 ポイント

■企業の施工能力に関するもの

添
付
書
類
の
不
備

ポイント

■配置予定技術者の能力に関するもの

評価基準に記載された

⾞線数や構造・規模、⽤途がわかる図

面などの書類の添付が必要です。

現場代理⼈⼜は監理技術者補佐

で従事した工事の成績評定点は、

工事契約時において

業種（工種）に応じた資格を有し

ている場合に限り評価されます。

証明⽇が当該年度の４⽉１⽇以降、技術

資料提出期限の⽇までになっているか確認し

てください。

ご注意ください︕
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評価項目 災害時の活動体制の有無

評価基準 国、県、市と大分市内を対象とした集団災害時における活動協定等の有無

事例① 協定の相手方が民間団体だった

ⓐ公告日が協定期間に含まれていなかった

ⓑ協定証明書の証明日が前年度のものだった

評価項目 市民協働のまちづくり活動の実績の有無

評価基準 「日本一きれいなまちづくり」や「地域コミュニティの再生」の主旨に沿った活動実績

事例
「公共空間の清掃（草刈を含む）活動実績」で添付された資料において、活動の継続実
施が確認できなかった。

「公共空間の清掃（草刈を含む）活動実績」の場合

活動実績は、以下の期間のどちらかで継続実施
※

している事が確認できる資料の提出が必要です。

 ア）前年度

 イ）公告日から過去1年間

（期　　間：令和6年4月 ガイドラインｐ16参照）
（継続実施：Ｑ&Ａ ｐ31参照）

※継続実施とは、2ヶ月に1回以上の活動を

　継続的に⾏っていること

添
付
書
類
の
不
備

ポイント

■地域・社会貢献に関するもの

要
件
の
不
備

事例②

ポイント

【事例①】相手方が国、県又は大分市（各関連

機関を含む）である必要があります。

（Ｑ&Ａ ｐ30参照）

【事例②】

ⓐ公告日が協定期間に含まれている。

ⓑ証明日が当該年度の４⽉１⽇以降、

技術資料提出期限の日までになっている。

※ⓐとⓑいずれも満たす必要があります。

令和７年４⽉１⽇から以下のとおり変更

ⓐ公告日が協定期間に含まれている。

ⓑ証明日が技術資料等の提出期限までの

ものとなっている。

※ⓐとⓑいずれも満たす必要があります。

１回目 ２回目

４回目３回目

５回目 ６回目

ⓑ

ⓐ

カラー写真

実施日等の記載

漏れに注意!!!
2ヶ月に1回以上

年6回以上

全ての活動を

複数人で実施

その他の注意点も

ご確認ください
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評価項目 市民協同のまちづくり活動の実績の有無

評価基準 公的機関とアダプト（里親）事業の協定を結び、前年度活動実績の有無

事例 提出書類の協定書、活動計画書が添付されていなかった。

「公的機関とアダプト（里親）事業」の協定を結んだ活動実績の場合

活動実績の証明資料として、以下の３点を提出する必要があります。

①協定書等
②活動計画書、報告書等
③技術資料様式
（令和6年4月 ガイドラインｐ16参照）

項目 入札参加資格（特定ＪＶ）

事例
入札参加資格が特定ＪＶである案件で、特定JVの代表構成員の単体企業名にて入札手続き
を行ったため、入札が無効となった。

特定ＪＶでの入札は、大分県共同利用型電子入札システムの入力の際、以下の設定にする
必要があります。

■その他

要
件
の
不
備 ポイント

添
付
書
類
の
不
備

ポイント
①協定書等

②活動計画書(、報告書等

技術資料様式７－２

③前年度の協定に沿った

活動実施状況写真

①JV参加にチェックが入っているか

②企業体名称は

今回の参加名称

となっているか

カラー写真

3


